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目 次（決算額一覧表） 

事 業 名 頁 
支出決算額（単位：円） 

比較増減 
令和7年度 令和6年度 

◎法人運営     

 1 法人運営事業 1 84,618,653 79,796,162 4,822,491 

 2 共同募金配分金事業 6 2,424,628 2,580,055 △155,427 

◎地域福祉活動     

 3 ボランティアセンター運営事業 7 8,990,991 8,704,309 286,682 

 4 生活ささえあいネット事業 9 9,780,980 9,499,519 281,461 

 5 地域福祉ネットワーク事業 11 10,723,274 10,326,994 396,280 

 6 生活支援体制整備事業 14 12,505,147 12,052,901 452,246 

◎福祉サービス利用支援     

 7 成年後見センター事業 15 22,136,954 16,725,893 5,411,061 

 8 日常生活自立支援事業 17 1,271,954 1,075,138 196,816 

 9 資金貸付事業 18 849,800 496,000 353,800 

 10 心配ごと相談事業 18 1,938,326 1,894,901 43,425 

 11 障害児相談支援事業 19 0 0 0 

 12 一般相談支援事業 19 40,000 40,000 0 

 13 特定相談支援事業 20 18,031,221 18,328,268 △297,047 

 14 
高齢者支援（地域包括支援） 

センター事業 
22 49,814,396 44,026,147 5,788,249 

 15 生活困窮者自立相談支援事業 26 23,618,514 23,573,178 45,336 

 16 
生活困窮者・生活保護世帯就労 

準備支援事業 
27 7,971,482 5,901,836 2,069,646 

 17 障害福祉サービス事業 27 8,566,429 8,172,286 394,143 

 18 就労移行支援事業 28 18,765,796 14,176,424 4,589,372 

 19 移動支援事業 29 5,548,880 5,507,000 41,880 

 
20 生活介護事業 29 38,537,584 37,322,596 1,214,988 

21 日中一時支援事業 30 138,380 1,378,880 △1,240,500 

◎在宅福祉サービス（介護保険事業等）     

 22 居宅介護支援事業 30 55,474,221 63,416,685 △7,942,464 

 23 訪問介護事業 32 37,788,756 36,866,265 922,491 

 24 福祉車両運行サービス事業 33 1,768,186 1,930,241 △162,055 

 25 配食サービス事業 33 6,378,858 5,888,515 490,343 

 26 高齢者介護予防事業 34 1,989,959 1,784,909 205,050 

◎施設・指定管理     
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田原福祉センター管理運営事業 35 37,082,065 36,629,948 452,117 

 赤羽根福祉センター管理運営事業 35 12,562,594 18,279,814 △5,717,220 

事業報告の附属明細書について 36 - - - 

合  計 479,318,028 466,374,864  



1 

本会は、田原市における社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事業の健全

な発達及び活動の活性化により、地域福祉の推進を図ることを目的として、次の事

業を実施しました。 

◎法人運営 

１ 法人運営事業  

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

84,618,653円 79,796,162円 4,822,491円 

[目的] 

社会福祉法第１０９条に規定する市町村社会福祉協議会として、田原市社会福

祉協議会の事業全体の管理、組織運営を適正に行います。 

[主な事業内容・実績] 

  市派遣職員１人、正規・再雇用職員３７人、嘱託職員１０人、臨時職員３９人

の計８７人（令和８年３月３１日現在）により、田原市社会福祉協議会の全事業

を実施しました。 

○理事会、評議員会等の開催 

○啓発及び広報活動 広報紙「社協だより」奇数月発行（年４回） 

○法人運営全般に係る財務・人事管理、経理業務 

○職員研修（キャリアパス研修等）の実施 

○福祉関係団体の活動支援  

〇第３期基盤強化計画の推進 

○法人運営に係る企画及び実施 

○福祉バスの実施 

○高齢者世話付住宅への生活援助員派遣 

○社会福祉基金及びボランティア基金の適正管理 

決算額は前年度と比較して、共同募金の助成金を活用した車両の購入と、内部取

引額（他事業への財源補填支出）の影響により、増額となりました。 
 

(1）理事会、評議員会等の開催 

次のとおり理事会・評議員会等を開催しました。 
 

ア  理事会 

(ｱ) 第１回理事会 令和７年４月１日 

議事 

第１号議案  常務理事の選定について 
 

(ｲ) 第２回理事会 令和７年６月１２日 

議事 

第２号議案  評議員候補者の選出について 

第３号議案  理事及び監事候補者の選出について 

第４号議案  第三者委員の選任について 

第５号議案  経理規程の一部改正について 

第６号議案  令和６年度事業報告について 

第７号議案  令和６年度決算について 

第８号議案  令和７年度ボランティア活動表彰について 

第９号議案  令和７年度定時評議員会（第１回評議員会）の招集について 
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(ｳ) 第３回理事会 令和７年６月２７日 

議事 

第１０号議案  会長の選定について 

第１１号議案  副会長の選定について 

第１２号議案  常務理事の選定について 

第１３号議案  評議員選任・解任委員の選任について 

 

(ｴ) 第４回理事会 令和７年１２月１５日  

議事 

第１４号議案  評議員候補者の選出について 

第１５号議案  理事候補者の選出について 

第１６号議案  第三者委員の選任について 

第１７号議案  令和７年度第２回評議員会の招集について 

 

(ｵ) 第５回理事会 令和８年１月８日 ※書面審議 

議事 

第１８号議案  副会長の選定について 

 

(ｶ) 第６回理事会 令和８年３月１６日 

議事 

第１９号議案  事務局規程の一部改正について 

第２０号議案  決裁規程の一部改正について 

第２１号議案  文書取扱規程の一部改正について 

第２２号議案  職員就業に関する規則の一部改正について 

第２３号議案  職員の給与に関する規程の一部改正について 

第２４号議案  再雇用職員取扱要綱の一部改正について 

第２５号議案  嘱託職員の雇用に関する規程の一部改正について 

第２６号議案  臨時職員就業に関する規則の一部改正について 

第２７号議案  補正予算（第１号）について 

第２８号議案  令和８年度事業計画について 

第２９号議案  令和８年度予算について 

第３０号議案  令和７年度第３回評議員会の招集について 

第３１号議案  役員等賠償責任保険の加入について 

 

イ 評議員会 

(ｱ) 令和７年度定時評議員会（第１回評議員会）令和７年６月２７日  

議事  

第１～１７号議案  理事及び監事の選任について 

第１８号議案  令和６年度事業報告について 

第１９号議案  令和６年度決算について 

 

(ｲ) 第２回評議員会 令和７年１２月２４日 

    議事 

第２０号議案  理事の選任について 
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(ｳ) 第３回評議員会 令和８年３月２７日 

    議事 

第２１号議案  補正予算（第１号）について 

第２２号議案  令和８年度事業計画について 

第２３号議案  令和８年度予算について 

 

ウ 監査会 

第１回監査会 令和７年６月２日 

監査事項  

(ｱ) 令和６年度事業報告について 

(ｲ) 令和６年度決算について 

  

エ 評議員選任・解任委員会 

(ｱ) 第１回評議員選任・解任委員会 令和７年６月２７日  

議事  

第１号議案  評議員選任・解任委員会委員長の選出について 

第２号議案  評議員の選任について 

 

(ｲ) 第２回評議員選任・解任委員会 令和７年１２月２４日  

議事  

第３号議案  評議員の選任について 

 

(2）啓発及び広報活動 

広報紙「社協だより」(年４回発行)を校区コミュニティ協議会及び地区自治会の

協力を得て配布し、福祉事業の周知啓発と社協事業のＰＲを行いました。また、

ホームページやＳＮＳを活用し、福祉イベントや各地域でのイベント開催案内等

の情報を発信しました。 

 

(3）会員募集 

社会福祉協議会の事業について、各方面でご理解をいただけるようＰＲをしな

がら会員募集を行いました。また、校区コミュニティ協議会や地区自治会、企業

や関係団体の皆さんに特別会員としてご協力をいただきました。 

 

 ア 募集実績 

会員種別 令和7年度 令和6年度 

一般会員 

（個人 1口1,000円以上） 

399件 

(442,860円) 

381件 

(407,860円) 

特別会員 

（法人、自治会、団体 1口2,000円以上） 

193件 

(2,471,344円) 

212件 

(2,606,212円) 

合計 
592件 

(2,914,204円) 

593件 

(3,014,072円) 
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イ 会費使途（一部） 

区分 内容 金額（円） 割合（％） 

法人運営事業 
社協だより（年4回発行）発行費 748,880 35.8 

福祉バス（29人乗、1台）運行費 1,042,800 49.9 

地域福祉ネッ

トワーク事業 
サロン活動（10ｸﾞﾙｰﾌﾟ）助成 300,000 14.3 

合計 2,091,680 100 

 

(4）福祉のつどい等福祉啓発事業（共同募金配分金を活用） 

令和７年１１月１６日(日）、田原福祉センター・ララグランまちなか広場で、

「今 つながろう」をテーマに「第３９回福祉のつどい」を開催しました。 

田原福祉センターでは、ボランティア団体等の活動発表や活動紹介をはじめ、ゆ

るつながるカフェ、はたらく車の展示、出張子ども食堂など、楽しみながら“人と

人とのつながり”の大切さを感じていただく企画を行いました。 

ララグランまちなか広場では、ダンスなどの活動発表や竹ドーム・木のおもちゃ

の体験のほか、キッチンカーの出展もあり、たくさんの方で賑わっていました。 

また、地域福祉に功績のあった個人・団体と、赤い羽根協賛児童生徒作品コンク

ールの優秀作品の表彰も行い、福祉活動や健康増進、地域づくりを身近に感じてい

ただくことができました。 

 

(5）各種団体支援助成 

各団体の自立的な活動を支援するとともに、事業費の助成を行いました。 

 

ア 事務局支援 

次の団体の事務局として、会議資料の作成、市補助金申請等の事務支援を行い

ました。 

民生児童委員協議会、遺族連合会、身体障害者福祉協会、人権擁護委

員会、保護司会、協力雇用主会、更生保護女性会、子ども会連絡協議

会、老人クラブ連合会、手をつなぐ育成会、母子寡婦福祉会、ボラン

ティア連絡協議会、あつみＮＰＯネットワーク 
 

イ 事業費支援 

社会福祉増進の事業を行う団体に、補助金を交付しました。 

団体名 
補助金額（円） 

令和7年度 令和6年度 

田原市仏教会 
（花まつり、慰霊祭等） 

719,130 719,130 

六連神社奉賛会（慰霊祭） 14,070 14,070 

合計 733,200 733,200 
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(6）シルバー見守り事業(市受託事業) 

高齢者世話付住宅(神戸久保川住宅)に生活援助員を派遣し、入居高齢者の生活

相談等の業務を通じて自立的生活の指導・啓発を行うとともに、積極的に外部の

生きがいづくり活動の場への参加を促すことに努めました。 

区分 令和7年度 令和6年度 

年間訪問件数（件） 119 63 

相談室延利用人数（人） 664 696 

 

(7) 福祉バス 

  地域のひとり暮らし高齢者のうち、自動車の運転ができないことで買い物に困

っている方を対象に実施してきた『買い物支援バス』は、高齢者サロン・障害

者・コミュニティ関係者等の社会参加や視察研修など多様なニーズに活用する

『福祉バス』として利用の幅を広げてきました。 

  また、多くの団体が社協特別会員として、社協活動への理解と協力を示してい

ただくきっかけとなっています。 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 
R4年度 

実績値 
R7年度 

中間値 
R8年度 

目標値 
R11年度 

社協会費額 3,054千円 2,914千円 3,200千円 3,350千円 

職員雇用数 85人 87人 86人 86人 

キャリアパス研修の受講者数 6人 3人 6人 6人 

職員1人当たりの年間有給休暇取得数 11日 16日 12日 12日 

車椅子貸出件数 189件 238件 200件 210件 

 

 

 

区分 令和7年度 令和6年度 

利用目的 
開催回数 

(回) 

延べ参加者数 

(人) 

開催回数 

(回) 

延べ参加者数 

(人) 

買い物 

支援 

大草 12 190 11 158 

野田 9 112 10 133 

伊良湖 4 73 4 73 

サロン活動 18 243 17 261 

高齢者福祉活動 11 177 7 91 

コミュニティカフェ 12 69 10 55 

視察研修 7 99 6 82 

行事・大会・イベント他 9 105 8 97 

合計 82 1,068 73 950 
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２ 共同募金配分金事業 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

2,424,628円 2,580,055円 △155,427円 

[目的] 

共同募金等の配分金を財源として、地域に暮らす人々が共に助け合い、安心し

て生活を送れるよう、様々な地域課題を解決するための活動を支援し、地域福祉

の向上を図ります。  

[主な事業内容・実績] 

○敬老訪問事業 

○ボランティア団体の活動支援 

○おもちゃ図書館の活動支援 

○母子寡婦福祉会の活動支援 

○レクリエーショングッズの整備 

○社会福祉活動協力校の活動支援（※） 

○サロン活動の支援（※） 

〇福祉のつどいの開催（※） 

※印の実績については、関連事業のページに記載してあります。 
 

(1) 募金実績 

多くの方々のご協力のもと募金活動を実施し、共同募金運動の推進を図りまし

た。(募金実施期間１０月１日～３月３１日) 

区分 
募金実績額(円) 

令和7年度 令和6年度 

街頭募金 68,429 49,581 

イベント募金 27,544 51,035 

学校募金 325,207 360,939 

職域・戸別募金 1,125,736 1,115,358 

法人募金 1,636,000 1,740,500 

個人募金 207,199 180,109 

その他 59,565 96,106 

合計 3,449,680 3,593,628 

 

(2) 配分金事業 

愛知県共同募金会からの一般募金配分金（地域の課題解決事業費配分金含む）

と歳末たすけあい配分金で、次の事業を実施しました。 

 

ア 敬老訪問 

令和７年９月１７日に、田原市と共催で満１００歳以上の高齢者にお祝い品を

贈呈しました。 

区分 令和7年度 令和6年度 記念品 

満100歳以上（人） 72 64  エルゴクッション 
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イ ボランティア団体等への活動支援 

ボランティア団体等の自主的な活動を支援するとともに、各種事業の助成を行

いました。 

団体名 
助成金額(円) 

令和7年度 令和6年度 

ボランティア連絡協議会 86,000 86,000 

あつみＮＰＯネットワーク 86,000 86,000 

おもちゃ図書館 50,000 50,000 

母子寡婦福祉会 58,000 47,000 

ボランティア団体（２団体） 

渥美虹の会、「小径」俳句会 
60,000 89,900 

社会福祉活動協力校 

小学校１８校、中学校４校、高等学校２校 
892,534 920,135 

サロン（３４団体） 465,500 499,000 

合計 1,698,034 1,778,035 

   

ウ テーマ型募金「レクリエーショングッズ事業」 
  既存のレクリエーショングッズの整備を実施するとともに、新たにレクリエーシ

ョングッズを５点購入しました。 
 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

共同募金額 3,858千円 3,449千円 3,900千円 3,950千円 

 

◎地域福祉活動 

３ ボランティアセンター運営事業 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

8,990,991円 8,704,309円 286,682円 

[目的] 

地域の人たちが他者や地域に関心を持ち、できる時にできる事から、助け合い、

分かちあえるボランティア活動に取り組めるよう支援します。 

[主な事業内容・実績] 

幅広い分野の各種ボランティア養成講座の開催、活躍の場を広げるための情報

提供、ボランティアを行う人と必要とする人とのマッチングを行い、相互の交流

や連携を図りました。 

○各種講座の開催 

○ボランティアセンターの運営 

○防災ボランティアコーディネーターの養成 
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(1）講座開催 

ボランティア活動参加への動機付けや技術の向上を図るため、各種ボランティ

ア養成講座を開催しました。また、令和７年度から「みんなのスマホ講座」を新

しく開催しました。なお、ボランティア紹介セミナーは名称を「ボランティアの

つどい」に変更し、ボランティア団体同士の交流を図りました。 

内容 
令和7年度 令和6年度 

開催回数（回） 参加人数（人） 開催回数（回） 参加人数（人） 

手話入門講座 6 13 8 9 

レクリエーション講座 2 5 4 28 

要約筆記体験講座 2 4 2 5 

点字入門講座 3 5 3 4 

傾聴ボランティア講座 2 25 2 19 

みんなのスマホ講座 2 7   

ボランティアのつどい 1 45 1 29 

合計 18 104 20 94 

 

(2）広域的ボランティア事業 

第３３回東三河ボランティア集会は、「心に“やさしさ”を “もしもに”備え

を“ボランティア”に未来を」をテーマに豊川市で開催しました。田原市から約

３０名のボランティアが参加し、東三河のボランティア約３００名の皆さんが交

流を図りました。 

 

(3）ボランティアセンターの運営 

ボランティア活動に関する相談・登録・紹介・情報提供等を行うとともに、ボ

ランティア団体、個人の活動を支援しました。 

ア ボランティア登録状況        令和８年３月３１日現在 

区分 令和7年度 令和6年度 

個人（人） ※ 37 35 

グループ（団体） 81（3,110人） 87（3,450人） 

※生活ささえあいネット・サポーター数を除く。 
 

イ ボランティア活動に関する相談受付 

区分 令和7年度(件) 令和6年度(件) 

依頼 3 7 

紹介 18 15 

連絡･調整 10 13 

合計 31 35 

 

ウ ボランティア活動保険への加入状況 

区分 令和7年度 令和6年度 

加入者数（人） 918 1,140 
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（4）防災ボランティアコーディネーターの養成（市受託事業）  

災害時において災害ボランティアセンターが立ち上がった際、被災者とボラン

ティアの調整役（コーディネーター）が担える人材を育成することを目的に、養

成事業（初級講座２回、レベルアップ講座 1 回）を実施しました。 

また、ボランティアコーディネーター同士のつながりやネットワークづくり、

情報交換のため交流会を開催しました。 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

ボランティアセンター登録団体数 100団体 81団体 110団体 120団体 

ボランティア講座等の開催数 21回 18回 22回 23回 

小中学校での福祉講座実施数 1校 1校 3校 5校 

 

４ 生活ささえあいネット事業(市受託事業)  

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

9,780,980円 9,499,519円 281,461円 

[目的] 

日常生活で支援が必要になっても安心して生活できる地域環境を整えるため、

身近な地域での助け合いと関係機関との連携を図ります。 

[主な事業内容・実績] 

公的なサービスでは対応できない日常生活で起こるちょっとした困りごとを持

つ人（支援依頼者）と、支援してくれる地域住民(サポーター）が、「おたがいさ

まの気持ちで支え合う関係」をコーディネートしています。 

また、サポーターの意見を聞き取り、互助を積極的に行う地域づくりを推進す

るとともに、依頼者に対しては、困りごとの内容によって、適切なつなぎ先を紹

介するなど、関係機関と連携して支援を行いました。個別ケースを通して把握し

た地域課題は、生活支援体制整備事業と連携して検討機会を設定しています。 

○支援依頼者、サポーター及び協力店舗の登録 

○支援依頼の受付、サポーターへの支援依頼（コーディネート） 

○地域通貨の発行、換金及び管理 

〇関係機関との連携（連絡、つなぎ等） 

〇地域課題の発見 

開催日 内容 参加人数(人) 

7月26日 
防災ボランティアコーディネーター養成講座 

田原会場：田原福祉センター 
18 

10月11日 
防災ボランティアコーディネーター養成講座 

田原会場：田原福祉センター 
8 

1月31日 
防災ボランティアコーディネーターレベルアップ講座 

会場：田原福祉センター 
9 

2月7日 
防災ボランティアコーディネーター情報交換会 

会場：田原福祉センター 
8 
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生活ささえあいネット事業概要図 

※生活ささえあいネット地域通貨 
  ・単位「菜（さい）」（100菜通貨 1種のみで 10枚綴り 1冊） 

・販売価格 1,200円／冊（事務手数料 200円含む） 
・30分相当の支援に対し、100菜をお礼として渡す。 

   ・100菜はたまぽカード 100ポイントとして付与ができる。 
 

(1）登録状況 

区分 
支援依頼者(人) サポーター(人) 協力店舗 

7 年度 6年度 7 年度 6年度 7 年度 6年度 

年度末登録 109 149 162 160 
41 

48 

事業所 

店舗 

40 

45 

事業所 

店舗 
 

(2）支援実績等 

区分 
初回コーディネート(件) 地域通貨販売(冊) 

令和 7 年度 令和 6年度 令和 7 年度 令和 6年度 

年度実績 5 4 26 41 

累計※ 212 207 1,015 989 

※累計は、平成 26年 10月の事業開始当初からの累積合計数 
 

(3) 啓発活動等 

日付 対象者 会場 
参加人数
(人) 

4月 8日 リーフレット配布 
市内中学校(学校教育

課を通じ、全生徒分) 
― 

4月 17日 リーフレット配布 
成章高校(全生徒分

601枚) 
― 

4月 17日 リーフレット配布 
渥美農業高校(各クラ

ス分 12枚) 
― 

6月 27日 東三河広域連合介護入門講座 
田原福祉グローバル

専門学校 
10 

6月 30日 田原中学校 1年生福祉講座 田原中学校 200 

7月 2日 
認知症サポーター養成講座 

(福江高校 2年生) 
福江高校 21 

 

ニーズを把握できる人
高齢者支援センター

民生委員、ケアマネ等

サポーター
「支援ができる人」

支援依頼者
「支援してほしい人」

事務局（社協）
「コーディネートする所」

協力店舗
「地域通貨が使える店」

地域
通貨購入

地域通貨 地域通貨で買物

地域通貨

を寄付

地域通貨

を換金又は寄付

登録

登

録
登

録

利用希望
内容調査

支援 支

援

依

頼

把

握

支援依頼代行

協力店舗 

たまぽカード加盟店 

「地域通貨が使える店」 
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7月 28日 つながるカフェ 田原福祉センター 40 

9月 12日 衣笠・南部地区民生委員情報交換会 田原福祉センター 11 

9月 28日 ボランティアのつどい 田原福祉センター 48 

10月 10日 民生委員(東部校区) 田原文化会館 16 

10月 27日 
認知症サポーター養成講座 

(田原グローバル専門学校 1年生) 

田原福祉グローバル

専門学校 
31 

11月 12日 民生委員定例会(全体) 田原文化会館 110 

11月 26日 
高齢福祉課、在宅医療サポートセ

ンター、高齢者支援センター 
田原福祉センター 13 

12月 23日 
認知症サポーター養成講座 

(市役所職員) 
田原市役所 44 

12月 25日 
認知症サポーター養成講座 

(市役所職員) 
田原市役所 40 

2月 8日 
認知症サポーターステップアップ

講座 
田原福祉センター 16 

2月 20日 ささえあいカフェ 田原福祉センター 40 

3月 3日 
認知症サポーター養成講座(シルバ

ー人材センター) 
田原福祉センター 21 

＊開催 15回、合計 661名 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

生活ささえあいネットの周知活動 10回 15回 12回 14回 

 

５ 地域福祉ネットワーク事業(市受託事業)   

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

10,723,274円 10,326,994円 396,280円 

[目的] 

地域住民が相互に協力して障害者や高齢者等に対して支援を行うためのネット

ワークづくり・地域づくりを推進し、小地域での居場所を提供することで地域福

祉の増進を図ります。 

[主な事業内容・実績] 

 

○福祉関係事業者やボランティア（団体・個人）、その他の社会資源との連携

並びに地域課題についての情報交換 

○小地域での交流の場として社協サロンの開催および自主グループへの支援 

○新規の自主サロン活動グループの育成 

○保育園児とサロン参加者等との交流会の支援 

○学校と地域のつながりづくりの支援 

○学童とサロン参加者等との交流会の支援 

○小・中・高校における福祉教育啓発活動や実践教室での講師派遣調整 

○小地域活動を支援するための講座、映画会の開催 
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(1) 地域福祉活動の推進（市民館まつり等応援） 

 校区コミュニティが開催する市民館まつり等の行事に出向き、各種講座、ボラ

ンティア活動や共同募金等、社協が行う地域福祉活動に関する啓発を行うととも

に、地域住民との交流を図りました。 

開催日 行事名 対応状況 

5月 25日 童浦市民館まつり 職員 2人 

10月 4日 亀山市民館まつり 職員 2人 

10月 25日 若戸市民館まつり 職員 2人 

10月 26日 市民まつり 職員 6人 

11月 23日 衣笠市民館まつり 職員 2人 

 

(2）福祉出前講座、なつかしの映画上映会の開催 

市内のサロンに出向き、レクリエーションや福祉関連施策等について紹介する

講座を開催しました。 

また、サロンを対象に映画を通して交流を楽しむ『なつかしの映画会』を開催

しました。 

ア 福祉出前講座 

区分 令和7年度 令和6年度 

開催回数（回） 5 7 

延参加者数（人） 58 105 

イ 映画会 

  

 

 

 

(3）サロンの開催及び支援 
市民館や集会所等身近な場所で、手芸・ゲーム・語らいのひとときを過ごし、

地域の中で交流し、元気に長生きすることを目的とした社協サロンを設置し、高
齢者等の憩いとふれあいの場を提供しました。 

自主活動グループによるサロン運営に対して助成金の交付を行うとともに、レ
クリエーション器材貸出等の支援を実施しました。また、サロン代表者の交流及

び意見交換を目的として自主サロン代表者連絡会を開催しました。 
 

ア 開催実績 

区分 

令和7年度 令和6年度 

グ ル ー プ 
・ 会 場 数 

延 開 催 
回数 (回 ) 

延 参 加 
人 数 ( 人 ) 

グループ 
・会場数 

延 開 催 
回数 (回 ) 

延 参 加 
人数 (人 ) 

社協主催サロン 17 337 1,482 17  369 1,656 

自主サロン 

１日を通 

して実施 
5 181 3,130 5 189 3,260 

半日実施 42 1,876 23,856 40 1,617 19,896 

合計 64 2,394 28,468 62 2,175 24,812 

※社協主催サロンには、指導員（臨時職員）を派遣しています。 

区分 令和7年度 令和6年度 

開催回数（回） 4 4 

延参加者数（人） 41 46 
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イ 助成制度 

区分 開催回数 人数 助成金額(円) 

１日を通して実施（※） 

（旧コミュニティサロン） 
月2回程度 

10人未満 54,000 

10人以上20人未満 72,000 

20人以上 96,000 

半日実施（旧シルバーサロン） 

※助成初年度から３年度目まで 
月1回以上 

5人以上10人未満 20,000 

10人以上 30,000 

半日実施 

※助成４年度目以降 
月1回以上 

5人以上10人未満 15,000 

10人以上 20,000 

※１日を通して実施しているサロンへの助成金の一部に、共同募金配分金が活用されています。 

 

(4）地域における世代間交流 

市内の３地区で、保育園の園児や小学校の児童との多世代交流の場を設けました。 

開催日 開催場所 行事名 対応状況 

7月 7日 泉校区社協サロン 泉保育園七夕交流会 職員 1人 

7月 28日 田原福祉センター つながるカフェ 職員 5人 

1月 28日 若戸校区社協サロン 若戸小学校交流会 職員 1人 

3月 3日 泉校区社協サロン 泉保育園ひなまつり会 職員 1人 

3月 3日 高松校区社協サロン 
子育て教室・高松小学

校交流会 
職員 1人 

3月 11日 若戸校区社協サロン 若戸小学校交流会 職員 1人 

 

(5）社会福祉活動協力校事業 

市内の小・中・高等学校（小学校１８校、中学校４校、高等学校３校）を社会

福祉活動協力校に指定し、１校最大で４万円の助成金を交付するとともに、福祉

実践教室への講師派遣等を実施し、児童・生徒の健やかな成長を促し、思いやり

のある福祉の心を育てるよう支援しました。 

区分 
令和7年度 令和6年度 

開催回数(回) 参加人数(人) 開催回数(回) 参加人数(人) 

車いす 16 627 18 805 

手話 19 898 18 839 

要約筆記 3 179 2 74 

点字 15 484 10 358 

盲導犬 4 126 3 148 

視覚ガイド 12 380 13 390 

知的障害 1 30 1 60 

高齢者擬似体験 0 0 2 91 

認知症 8 376 8 404 

講話 2 229 1 137 

その他 1 69   

合計 81 3,398 76 3,306 

※社会福祉活動協力校への助成金には、共同募金配分金が活用されています。 
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【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

自主サロン数 41か所  47か所 43か所 45か所 

 

６ 生活支援体制整備事業(市受託事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

12,505,147円 12,052,901円 452,246円 

[目的] 

ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯、認知症高齢者等の増加に伴い生活支

援ニーズが多様化するなか、既存の介護サービス事業所によるサービスだけでな

く、地域住民が担い手となった社会資源・サービスの充実が図られるよう、生活

支援等の体制整備に向けた調整役として生活支援コーディネーター（第二層）を

配置し、助け合い活動の創出に向けた地域情報の交換の場（協議体）の開催とネ

ットワークの構築といった生活支援・介護予防サービスの基盤整備を推進します。 

 [主な事業内容] 

 

(1）地域のニーズと資源の状況の見える化、問題提起 

区分 令和7年度(回) 令和6年度（回） 

地域生活のニーズ把握、課題整理 67 72 

地域資源に関する資料更新、集約活動 9 16 

地域住民が可能なことを考えるきっかけづくり 60 66 

 

(2）関係機関とのネットワークの構築  

区分 令和7年度(回) 令和6年度（回） 

関係機関等との連携強化 277 311 

第二層協議体の設置 2 0 

 

 

○地域のニーズと資源の状況の見える化、問題提起  

・地域の生活をささえあうための活動に関するニーズの把握、課題整理 

・地域資源に関する資料の更新又は集約活動 

・地域の困りごとを我が事と捉え、地域住民が主体的にできることは何かを考

えるきっかけづくり 

○関係機関（コミュニティ協議会、高齢者支援センター等）とのネットワーク

の構築 

○生活支援の担い手（ボランティアやサロン運営者）の養成やサービスの開発 

○ニーズと生活支援サービスのマッチング 

○必要時、個別ケア会議への出席 
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(3）生活支援の担い手養成やサービスの開発 

区分 令和7年度(回) 令和6年度（回） 

地域の担い手の発掘及び働きかけ促進 

29 45 （サロンやボランティア団体等との交流、 

相互理解促進） 

地域とのつながりをつくり、サービスの開発を促進 15 10 

 

(4）個別ケア会議への出席 

区分 令和7年度(回) 令和6年度（回） 

個別ケア会議への出席 3 3 

 

(5）活動区分数 

 令和7年度(回) 令和6年度（回） 

訪 問 224 194 

電 話 27 47 

来 所 40 49 

その他※ 13 39 

合計 304 329 

  ※その他は、社会福祉協議会内他事業との情報共有、活動調整の数です。 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

生活支援サービスのマッチング 26回 22回 28回 30回 

 

◎福祉サービス利用支援 

７ 成年後見センター事業（市受託事業） 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

22,136,954円 16,725,893円 5,411,061円 

[目的] 

判断能力が十分でない障害者や高齢者の日常生活上必要な契約行為・財産の管

理、権利侵害に対して、本人やその親族等養護者を支援することにより、本人の

利益や権利の擁護に努めます。また、中核機関の運営を行い、権利擁護と成年後

見制度の周知啓発、利用促進を図ります。 

[主な事業内容・実績] 

成年後見制度利用に関する相談や権利侵害への対応、法人後見（身上保護と財

産の管理）の受任などの権利擁護・成年後見業務を行いました。法人後見受任に

係る適否の審議件数が増加しています。 
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○判断能力が不十分な方への権利擁護に関する相談対応 

○成年後見制度の申立支援（市長申立が必要な対象者への支援含む） 

○成年後見センター運営委員会の開催 

○法人後見人・法人後見監督人の受任 

○親族後見人等の相談対応 

○成年後見・権利擁護に関する啓発事業等の開催 

○日常生活自立支援事業利用に関する相談対応、支援 

○成年後見利用促進への取り組みと市民後見人等養成の検討 

〇中核機関の設置 

〇関係機関との連携活動 

決算額は前年度と比較して、利用実績の増加と後見報酬単価の増額に伴い、内

部取引（他事業への財源補填支出）を行ったため、増額となりました。 
 

 (1)成年後見センター運営委員会 

    ・開催回数 全３回 

(令和７年６月２５日、令和７年１０月２８日、令和８年２月２５日) 
 

(2)広報及び周知啓発活動 

   ・成年後見センター啓発講座 

『おひとりさまの入院～身寄りのない人が入院時における問題について考える』 

講師：弁護士 熊田均(令和７年１２月１７日) 

 

(3)他機関との連携 

・田原市障害者自立支援協議会権利擁護部会(令和７年８月１日、令和８年

２月１９日) 

・田原市障害者自立支援協議会施策推進会議（令和７年７月３日、令和８年

２月２７日、） 

・田原市障害者自立支援協議会差別解消委員会（書面開催） 

・家事関係機関と家庭裁判所との連絡協議会(令和７年１０月８日) 

・東三河５市社協成年後見事業情報交換会（令和７年１０月２０日豊橋市社会

福祉協議会) 

・ＮＰＯ法人東三河後見センター総会、シンポジウム（令和７年５月１７日） 

 

(4) 成年後見制度、権利擁護等に関する一般相談、支援 

区分 令和7年度(人) 令和6年度(人) 

相談実人数 68 60 

 

(5) 法人後見の受任 

区分 令和7年度(人) 令和6年度(人) 

後見 8 9 

保佐 12 8 

補助 2 2 

合計 22 19 
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【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

相談実人数 52人 68人 55人 60人 

市民後見人または生活支援員等の人材育成 0人 0人 3人 5人 

法人後見受任者数 17人 22人 20人 23人 

 

８ 日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

1,271,954円 1,075,138円 196,816円 

[目的] 

認知症高齢者・知的障害者・精神障害者など判断能力が十分でない方のために、

福祉サービスを利用時の援助などを行うことで、自立した生活が送れるよう支援

します。 

[主な事業内容・実績] 

○福祉サービスの利用援助（相談･助言･情報提供、連絡調整、代行、代理） 

○日常的金銭管理サービス（利用料：１回 １，２００円） 

○書類等の預かりサービス（利用料：年間 ３，０００円） 

 

(1）利用者内訳 

区分 令和7年度（人） 令和6年度（人） 

昨年からの継続利用者数 15 17 

新規契約件数 1 2 

合  計 16 19 

終了件数 6 4 

年度末時点利用者数 10 15 

未契約者数 

（契約準備中/県社協承認済） 
0 0 

   

(2) 区分別利用者数 

区分 認知 知的 精神 合計 

人数 3 5 2 10 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

日常生活自立支援事業の契約者数 13人 10人 20人 25人 
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９ 資金貸付事業(県社協受託事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

849,800円 496,000円 353,800円 

[目的] 

経済的、社会的基盤の不安定な低所得世帯等に対し、低利子又は無利子で福祉

資金の貸付を行い、償還指導や生活援助活動を通して世帯の安定と自立を図りま

す。 

[主な事業内容・実績] 

○生活福祉資金等の貸付及び相談対応 

 

(1）相談・貸付実績（資金種類別） 

 令和7年度(件) 令和6年度(件) 

緊急小口資金 13（0） 8（2） 

福祉費 4（0） 6（0） 

教育支援資金 2（1） 2（0） 

総合支援資金 0（0） 1（0） 

計 19（1） 17（2） 

（ ）は貸付件数 

 

１０ 心配ごと相談事業（市受託事業） 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

1,938,326円 1,894,901円 43,425円 

[目的] 

市民の日常生活上の様々な心配ごとの相談に無料で応じ、弁護士・司法書士・

行政相談委員・民生児童委員・人権擁護委員等の相談員と連携し、適切な助言・

指導等を行うことにより、福祉の増進を図ります。 

[主な事業内容・実績] 

○田原福祉センター  奇数月２回（原則第１･第３水曜日） 
偶数月３回（原則第１･第３水曜、第４木曜日） 

                 午後１時～午後４時 
○赤羽根福祉センター 隔月１回 （偶数月第２水曜日） 

午後１時～午後４時 
○あつみライフランド 毎月 1回 （原則第１火曜日） 

午後１時３０分～午後４時 
※１件当たりの相談時間は３０分 

 

(1) 会場別相談実績 

地区 
田原 赤羽根 あつみ 合計 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

相談件数(件) 156 166 0 0 28 37 184 203 
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(2)内容別相談実績 

内容 件数 内容 件数 内容 件数 

相続 53 離婚・養育費 25 土地・建物 14 

損害賠償 12 借金 12 家族・家庭 10 

その他（職業・雇用、借地・借家、境界・登記等) 58 

合計 184 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 
R4年度 

実績値 
R7年度 

中間値 
R8年度 

目標値 
R11年度 

相談利用率 76％ 70％ 85％ 90％ 

 

１１ 障害児相談支援事業  

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

0円 0円 0円 

[目的] 

児童福祉法等関係法令に基づく指定事業所として、障害のある児童やその家族

の地域生活を支援します。 

[主な事業内容・実績] 

障害のある児童が障害福祉サービスを利用するため、障害児支援利用計画書を

作成し、サービス利用支援や訪問等によるモニタリングを行います。 

○田原市社協相談支援事業所 

営業日 月曜日から金曜日まで 

（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

・障害児支援利用計画書を作成、福祉サービスの利用援助 

・モニタリングの実施 

・障害児の居宅生活について必要な情報提供及び助言による援助 

 

 利用状況 

区分 令和7年度 令和6年度 

利用計画書作成件数（件） 0 0 

※障害児の相談については、田原市こども相談支援事業所が専門的に 

受けることが多いため、作成実績はありません。 
 

１２ 一般相談支援事業 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

40,000円 40,000円 0円 

[目的] 

障害者総合支援法等関係法令に基づく指定事業所として、精神科病院に長期入

院している方を対象に、退院、退所後に地域で安心して生活できるよう、地域移

行支援や単身で生活に不安がある方に、地域定着支援を行います。 
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[主な事業内容・実績] 

○田原市社協相談支援事業所 

営業日 月曜日から金曜日まで（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

・地域移行支援（精神科病院に長期間入院している方や、障害者支援施設に入

所している方を対象に、退院や退所後に地域に移行して安心して生活できる

よう住居確保、体験宿泊支援、障害福祉サービス利用調整等を行う支援） 

・地域定着支援（病院や施設から退院・退所した方、地域生活が不安定な独居

の方を対象に、常時の連絡体制を築き、緊急の事態等に対応する支援） 

 

(1) 利用状況 

区分 令和7年度 令和6年度 

利用計画書作成件数（件） ２ 1 

   

１３ 特定相談支援事業（市受託事業） 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

18,031,221円 18,328,268円 △297,047円 

[目的] 

障害者総合支援法等関係法令に基づく指定事業所として、障害者等を対象に、

障害福祉サービス利用計画書を作成し、適切なサービス提供を行います。 

[主な事業内容・実績] 

不安の解消や余暇活動等、日常生活の様々な相談に応じるほか、就労を希望する

障害者に対して、障害者雇用が可能な企業等を開拓し、就労支援を推進しました。 

 

(1) 相談実績 

相談方法 
※相談実人数累計（人） 相談延回数(回) 

令和7年度 令和6年度 令和7年度 令和6年度 

電話・メール相談 218 210 1,264 844 

来所相談 129 162 324 435 

訪問・同行 348 271 636 841 

その他(連携会議等) 300 464 1,264 1,233 

合計 995 1,107 3,488 3,353 

○田原市社協相談支援事業所 
営業日 月曜日から金曜日まで（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

・サービス等利用計画書の作成、福祉サービスの利用援助 
・モニタリングの実施 

・社会資源を活用するための支援 
・社会生活力を高めるための支援 

・権利の擁護のために必要な援助 
・専門機関の紹介 

・就労に関する支援 
・市内の障害者等のニーズの把握に関する業務 

・地域自立支援協議会各会議の運営に関する業務 
・介護保険サービスとの併用世帯や権利擁護を必要とする障害者に関する相

談支援業務等 
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 (2) 支援実績 

支援内容 
※支援実人数累計（人） 支援延回数(回) 

7年度 6年度 7年度 6年度 

福祉サービスの利用支援 

（障害児、一般、特定相談支援
含む） 

162 107 632 623 

障害や症状の理解に関する支援 28 26 42 63 

健康・医療に関する支援 56 53 294 187 

不安の解消・情緒安定に関する支援 22 28 81 73 

保育・教育に関する支援 5 5 12 11 

家族関係・人間関係に関する支援 9 22 14 32 

家計・経済に関する支援 17 16 39 45 

就労に関する支援 148 278 2,061 2,484 

生活技術に関する支援 20 18 44 40 

社会参加・余暇活動に関する支援 8 8 15 13 

権利擁護に関する支援 17 7 42 13 

その他情報交換・生活状況確認等 23 30 36 54 

合計 515 598 3,312 3,638 

※(1)相談実績と(2)支援実績の支援実人数累計の合計が異なるのは、集計方

法が異なるためです。 

 

(3）サービス等利用計画作成実績 

 実利用者数(人) 計画等作成件数(件) 

令和7年度 令和6年度 令和7年度 令和6年度 

109 158 485 470 

 

(4）就労支援実績及び支援内容（相談件数は(1)(2)に含む） 

ア 支援対象者数 

(ｱ)  障害別 

身体重心障害 知的障害 精神障害 その他（※） 計（人） 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

23 8 33 46 38 42 15 28 109 124 

   ※「その他」は、うつ病、発達障害、パニック障害等の障害者手帳未所持者です。 

 

(ｲ)  就労状況別 

在職 求職 計（人） 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

33 74 59 26 92 100 
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イ 就職等の状況 

就労支援（人） 定着支援（人） 
※定着支援のうち 

福祉的就労(人) 
定着支援事業 
利用者（人） 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

59 26 33 74 3 14 5 3 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

相談支援専門員人数 2人 2.4人 3人 3人 

計画作成数 462件 485件 480件 500件 

相談延回数 4,087回 3,312回 4,200回 4,500回 

 

１４ 高齢者支援(地域包括支援)センター事業(市受託事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

49,814,396円 44,026,147円 5,788,249円 

[目的] 

地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことに

より、高齢者が住みなれた地域で、尊厳あるその人らしい生活を継続できるよう、

介護、保健、医療、福祉の増進を包括的に支援します。 

 [主な事業内容] 

○主センター 赤羽根福祉センター内 

 サブセンター 渥美福祉センター(ライフランド)内 

営業日 月曜日から金曜日（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

携帯電話への転送機能を使用し、２４時間３６５日の相談対応。 

○総合相談支援業務 

・総合的な相談支援 

・ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯への訪問による生活状況の確認と課

題の早期発見 

○権利擁護業務 

・高齢者虐待の防止、消費者被害の防止活動 

・成年後見制度、日常生活自立支援制度活用の促進 

○包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

・地域の介護支援専門員と関係機関の連携支援 

・困難事例の相談受付及び同行訪問等の支援 

・事例検討会・研修会の実施 
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○介護予防に係るケアマネジメント業務 

・事業対象者、要支援認定者の自立した日常生活の支援 

・介護予防に取り組む必要がある高齢者の把握及び介護予防に関する教室への

参加促進 

○多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築 

・地域の保健・福祉・医療サービス・ボランティア等の連携支援 

・生活支援コーディネーター、地域コミュニティと連携して社会資源を把握 

○認知症に関する取り組み 

・認知症地域支援推進員を配置 

・認知症に関する正しい知識の周知・啓発活動 

・認知症高齢者やその家族を地域で支え、見守る体制の構築 

○地域ケア会議の推進 

・多職種協働による個別ケースの検討及び問題解決 

・個別ケースの課題分析等を通じた地域課題の発見と支えあいの地域づくり 

決算額は前年度と比較して、増加傾向にある相談に対応するため、人員を増員し

たことにより人件費が増額となりました。 

 

窓口 設置場所 営業日 担当圏域 

主センター 
（総合相談） 

赤羽根福祉センター 月曜日から 
金曜日まで 

（祝日、１２月
２９日～翌年１

月３日を除く） 

野田小学校区 

赤羽根中学校区 

伊良湖岬小学校区 

サブセンター 
（総合相談） 

あつみライフランド 

ブランチ 
（窓口機能） 

田原福祉センター 

  主センター、サブセンターは携帯電話への転送機能を使用し、２４時間３６５

日の相談対応を行いました。 

 

(1)総合相談支援業務等  

ア 赤羽根福祉センター・あつみライフランド 

  新規相談実人数 令和7年度：290人 令和6年度：263人 

圏域 
電話（件） 来所（件） 訪問（件） 合計（件） 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

野 田 198 159 21 9 142 111 361 279 

赤 羽 根 233 279 84 110 220 193 537 582 

泉 353 215 61 55 242 169 656 439 

伊良湖岬 237 228 55 49 209 171 501 448 

担当圏域 外 18 9 24 25 9 1 51 35 

合計 1,039 890 245 248 822 645 2,106 1,783 
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イ 田原福祉センター 相談窓口（ブランチ）  

校区等 
電話(件) 来所(件) 訪問(件) 計(件) 担当高齢者 

支援センター 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

野田 0 2 2 1 0 0 2 3 

社協 
赤羽根 1 0 2 1 0 0 3 1 

泉 2 0 1 1 0 0 3 1 

伊良湖岬 1 0 3 0 0 0 4 0 

福江 3 1 2 2 0 0 5 3 

福寿園 東部 4 4 9 4 0 0 13 8 

童浦小 7 6 10 10 0 0 17 16 

田原(童浦小除) 1 1 0 0 0 0 1 1 あつみの郷 

不明・市外等 1 2 0 3 0 0 1 5 － 

合計 20 16 29 22 0 0 49 38 － 

 

ウ ネットワーク構築 

圏域 令和7年度(件) 令和6年度(件) 

野 田 10 8 

赤 羽 根 30 14 

泉 13 2 

伊 良 湖 岬 20 8 

市 内 全 般 144 87 

合計 217 119 

 

(2)権利擁護業務 

 援助項目 
延件数(件) 

令和 7 年度 令和 6年度 

成年後見の利用(利用相談含む) 74(実人数 5 名) 28(実人数 2名) 

虐待への対応 434(実人数 9 名) 45(実人数 5名) 

消費者被害への対応 4(実人数 1 名) 0(実人数 0名) 

困難事例への対応 796(実人数 15 名) 298(実人数 10名) 

合計 1,308(実人数 30 名) 371(実人数 17名) 

 

(3)包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

区分 令和 7 年度 令和 6年度 

個別支援 
実人数（人） 20 12 

延べ支援数（回） 750 360 

 



25 

 

(4)介護予防ケアマネジメント業務 

ア 指定介護予防支援等(要支援の方等のプラン作成) 

区分 令和 7 年度 令和 6年度 

年度末登録者数(人) 196 192 

予防プラン作成件数(件) 2,407(委託件数90件) 2,513(委託件数24件) 

 
イ 指定介護予防支援等相談内訳 

圏域 
電話 (件) 来所 (件) 訪問(件) 連絡調整(件) 合計(件) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

野田 336 318 4 6 489 470 1,146 745 1,975 1,539 

赤羽根 372 506 20 21 441 676 1,309 1,373 2,142 2,576 

泉 203 275 1 3 314 454 557 679 1,075 1,411 

伊良湖岬 456 407 59 27 565 595 1,091 812 2,171 1,841 

その他 2 1 0 0 0 0 24 1 26 2 

合計 1,369 1,507 84 57 1,809 2,195 4,127 3,610 7,389 7,369 

 

(5)認知症に関する取り組み 

ア 認知症サポーター養成講座     イ 認知症対応講座 

開催数（回） 参加人数（人） 

7年度 6年度 7年度 6年度 

5 9 120 241 

 

(6)地域ケア会議の推進  

個別支援開催数(回) 圏域課題支援(回) 

7年度 6年度 7年度 6年度 

5 2 0 0 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 
R4年度 

実績値 
R7年度 

中間値 
R8年度 

目標値 
R11年度 

センターリーフレット配布枚数（周知啓発活動） 460枚 157枚 500枚 600枚 

（R2年度からの累計） 1,148枚 1,899枚 3,100枚 4,900枚 

総合相談対応件数 2,289件 2,106件 2,700件 3,150件 

認知症サポーター養成講座等 7回 5回 10回 10回 

地域ケア個別会議開催数 7回 5回 8回 9回 

要支援認定者等の計画作成件数（1ヵ月平均） 182件 193件 230件 260件 

職員配置人数計画（常勤換算） 7.27人 8.07人 8.50人 9.25人 

 

開催数（回） 参加人数（人） 

7年度 6年度 7年度 6年度 

1 1 11 16 



26 

 

１５ 生活困窮者自立相談支援事業（市受託事業） 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

23,618,514円 23,573,178円 45,336円 

[目的] 

さまざまな困難から生活に窮している方（経済的困窮者）や、社会的に孤立し

ている方（ひきこもり等）へ包括的な相談支援を行うことにより、生活保護に至

る前段階での自立支援を図ります。 

[主な事業内容・実績] 

 田原福祉センターに専門職員を配置し、新規相談受付は100件となり、制度開始以来

最多を記録しました。相談者の6割が40代未満と若年化が顕著で、主な相談内容は「多

重債務」「食糧不足」「住居不安定」など切迫した状況が続いています。 

 対応するために、以下の支援を軸に伴走型の支援を展開しました。 

・「断らない」相談体制： 課題の分析・評価を行い、個々の希望に沿った自立支援を

実施。 

・食料支援の強化： フードバンクによる食料提供件数は429件（過去最多）に上り、

生活のセーフティネットとして機能しました。 

・孤立防止： 関係性を重視し、社会的な孤立を防ぐための継続的な支援を行いました。 

○職員体制（田原福祉センターに配置） 

（1）主任相談支援員兼就労支援員 １人（兼任） 

（2）相談支援員 1人（兼任） 

（3）就労支援員 1人（兼任） 

○利用対象者 

経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある

方。ただし、「経済的に困窮」の具体的な要件はなく、困っている訴えがある方は

すべて支援対象となる。 

 

(1) 実績 

区分 令和7年度  令和6年度 

新規相談（世帯数） 100 85 

食料支援（件） 429 280 

食料寄付受付（件） 196 184 

生理用品支給（件） 27 26 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

新規相談件数 80人 100人 85人 90人 

居場所（こども食堂、サロン等）支援数 1か所 2か所 3か所 5か所 
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１６ 生活困窮者・生活保護世帯就労準備支援事業（市受託事業） 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

7,971,482円 5,901,836円 2,069,646円 

[目的] 

就労に向けた準備が整っていない生活困窮者等に、生活習慣確立のための指導

等を行い、日常生活や社会生活の自立を支援します。 

[主な事業内容・実績] 

就労に向けた準備として、日常生活や社会生活自立支援段階から相談に応じ、

社会参加・就労への第一歩を支援しました。 

○職員体制  就労準備支援員 １人（田原福祉センター） 

○利用対象者 生活リズムが崩れている等の理由により、就労にむけた準備

が整っていない生活困窮者等 

決算額は前年度と比較して、生活困窮者自立相談支援事業と一体的に実施するこ

ととなったことに伴い、人件費及び事業費が増額となりました。 

 

(1) 相談実績 

区分 令和 7 年度 令和 6年度 

計画作成件数 1 4 

支援回数 96 142 

   ※相談業務は２６ページの「１５生活困窮者自立相談支援事業」と連携して対
応するため、その実績のうち就労準備支援に関わるものを抽出してあります。 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 
R4年度 

実績値 
R7年度 

中間値 
R8年度 

目標値 
R11年度 

中間的就労 受入企業数 2か所 2か所 3か所 4か所 

 

１７ 障害福祉サービス事業 (障害者総合支援法に基づく事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

8,566,429円 8,172,286円 394,143円 

[目的] 

障害者総合支援法等関係法令に基づく指定居宅介護事業所として、利用者が居

宅において自立した日常生活や社会生活を営むことを支援します。 

[主な事業内容・実績] 

必要な居宅介護及び同行援護を適切に行いました。 

○田原市社協ヘルパーステーション 

営業日 月曜日から日曜日（第３日曜日、１月１日～３日を除く） 
 

(1) 利用実績 

実利用者数（人）※月平均 延派遣時間数(時間) 延派遣回数(回) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

31 25 2,464 2,164 2,066 2,079 



28 

１８ 就労移行支援事業(障害者総合支援法に基づく事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

18,765,796円 14,176,424円 4,589,372円 

[目的] 

障害者総合支援法等関係法令に基づく指定事業所として、一般企業への就職を

希望し、雇用される見込みのある障害者に対して「安心して働き続けること」を

目標に支援します。 

また、令和７年１０月から新たに就労選択支援事業を開始し、障害者本人が就

労先・働き方についてより良い選択ができるように支援をします。 

[主な事業内容・実績] 

本人の意向・適性に基づいた計画書を作り、施設内での就労訓練や職場実習等

を行うことにより、早期の就労を図るとともに、就職後の定着支援を行いました。 

また、本人の能力や適性を把握し、自分に合った働き方を選択できるようサポ

ートする就労選択支援事業を開始しました。 

○多機能型事業所田原市社協・就労定着支援事業所・就労選択支援事業所 

営業日 月曜日から金曜日まで（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

・個別支援計画の作成 

・就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練 

・生産活動の機会の提供 

・実習先企業等の紹介 

・就労への移行に向けた求職等の支援 

・就労後の職場定着のための支援 

・自分に合った働き方や就労支援サービスを選べるよう短期間で評価・支援 

決算額は前年度と比較して、新規業務の体制確保のため、人員を増員したことに

より人件費が増額となりました。 

 

(1) 就労移行支援・就労定着支援利用実績 

実利用者数(人) 延利用者数(人) 就職者数（人） 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

16 20 112 121 3 5 

 

(2) 就労選択支援利用実績 

延利用者数(人) 

7年度 6年度 

6  

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 
R4年度 

実績値 
R7年度 

中間値 
R8年度 

目標値 
R11年度 

就労・定着・選択支援数 106人 112人 120人 130人 
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１９ 移動支援事業 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

5,548,880円 5,507,000円 41,880円 

[目的] 

田原市等の地域生活支援事業の指定事業所として、障害者児の余暇支援等が適

切に行えるよう外出援助を行います。 

[主な事業内容・実績] 

利用者が映画、各種イベント等に参加する際の外出支援を行いました。 

○田原市社協ヘルパーステーション 

営業日 月曜日から日曜日（第３日曜日、１月１日～１月３日を除く） 

   

(1) 事業実績 

実利用者数（人）※月平均 延派遣時間数(時間) 延派遣回数(回) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

31 30 2,464 2,489 603 597 

 

２０ 生活介護事業 (障害者総合支援法に基づく事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

38,537,584円 37,322,596円 1,214,988円 

[目的] 

障害者総合支援法の指定事業所として、障害者の日中における日常生活訓練、

創作、作業活動等の場を確保するとともに、適正な障害福祉サービスを提供し、

家族の就労や日常生活の介護負担を軽減します。 

[主な事業内容・実績] 

居宅に近い環境の中で、地域及び家族との結びつきを大切にし、創作、作業、

余暇活動等を行い、生きがいや居場所づくりを行いました。 

○田原市社協生活介護事業所なのはな (18歳以上の障害者を対象） 

営業日 月曜日から金曜日、第 1・3土曜日 

（8 月 13 日～15 日、12 月 29 日～翌年 1 月 3 日及び「海の日」「ス

ポーツの日」「敬老の日」「成人の日」を除く） 

決算額は前年度と比較して、人員配置の変更により人件費が増額となりました。 

 

(1) 利用実績 

 

 

 

 

 

実利用者数(人) 延利用回数(回) 

令和7年度 令和6年度 令和7年度 令和6年度 

24 26 2,484 2,588 
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【第 3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

各種研修の受講数 4回 7回 8回 12回 

他法人生活介護への実習参加数 0事業所 0事業所 3事業所 6事業所 

ボランティア受け入れ数 1件 0件 3件 5件 

工賃の発生する作業の企業開拓 1企業 1企業 2企業 3企業 

生活介護延利用回数 2,598回 2,484回 2,650回 2,700回 

 

２１ 日中一時支援事業 (障害者総合支援法に基づく事業)  

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

138,380円 1,378,880円 △1,240,500円 

[目的] 

田原市地域生活支援事業の指定事業所として、障害児・障害者の日中における

活動の場を確保するとともに、家族の就労や日常生活の介護負担を軽減します。 

[主な事業内容・実績] 

田原市地域生活支援事業（給付事業）実施要綱に基づき、利用者の身体その他の

状況及びその置かれている環境に応じて、必要な訓練等を行いました。 

○田原市社協日中一時支援事業所 

営業日 第 1・3土曜日 

（8月 13日～8月 15日及び 12月 29日～翌年 1月 3日までを除く） 

 決算額は前年度と比較して、利用実績の減少に伴い、人員配置を変更したこ

とにより人件費が減額となりました。 

 

(1) 利用実績 

 

 

 

 

◎在宅福祉サービス 

２２ 居宅介護支援事業(介護保険事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

55,474,221円 63,416,685円 △7,942,464円 

[目的] 

介護保険法の居宅介護支援事業の指定事業所として、要介護者等の心身の特性

を踏まえて、その有する能力に応じて、自立した日常生活を営むことができるよ

う支援することを目的としています。  

 

実利用者数(人) 延利用回数(回) 

令和 7 年度 令和 6年度 令和 7 年度 令和 6年度 

1 8 22 223 
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[主な事業内容・実績] 

介護保険制度における介護サービスを利用するためのサービス計画(ケアプラン)

を作成し、要介護者とその家族の生活を支援しました。 

赤羽根及び渥美の２箇所に拠点を設置し、介護サービス等に関する相談支援を行

いました。 

また、要支援認定者の介護予防サービス計画等作成業務については、令和6年度か

ら高齢者支援センターからの一部委託により実施してきました。令和7年度からは、

東三河広域連合の指定を受け、指定介護予防支援事業者として、要支援認定者と直

接契約し、介護予防支援を実施しました。 

○田原市社協あかばねケアプランセンター（赤羽根福祉センター内） 

○田原市社協あつみケアプランセンター（あつみライフランド内） 

営業日 月曜日から金曜日まで（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

・各種介護相談対応、申請援助 

・要介護者等の在宅生活を支える居宅サービス計画書、介護予防サービス計

画書（ケアプラン）の作成 

・施設入所等の相談対応 

・入退院時の医療機関との連携 

・他市町村からの要介護認定調査依頼の受託 

 決算額は前年度と比較して、利用実績の減少に伴い、人員配置を変更したこ

とにより人件費が減額となりました。 

 

(1) 利用実績 

事業所 

要介護年度末 

登録者数(人) 

要介護プラン 

作成件数(件) 

要支援年度末 

登録者数(人) 

要支援プラン 

作成件数(件) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

赤羽根 143 135 1,563 1,497 8 3 53 15 

あつみ 131 136 1,486 1,652 8 1 57 4 

合計 274 271 3,049 3,149 16 4 110 19 

※要支援の件数は、高齢者支援センターからの受託分と、指定介護予防支援事業

者として直接契約により実施している分を合算しています。 

 

あつみケアプランセンターは、重度者の施設等入所や死亡により登録者が減少

傾向ですが、あかばねケアプランセンターの登録者数は微増しています。 
 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

プラン件数（赤羽根）／年 1,530件 1,580件 1,400件 1,400件 

プラン件数（渥美）／年 2,065件 1,505件 1,900件 1,900件 

※件数の算出にあたっては、要支援認定者3件を要介護認定者1件として換算してい

ます。 
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２３ 訪問介護事業（介護保険事業及び市受託事業） 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

37,788,756円 36,866,265円 922,491円 

[目的] 

介護保険法の訪問介護及び介護予防訪問介護サービス事業の指定事業所として、

利用者の意欲を高めるような適切な働きかけを行うとともに、利用者の自立の可

能性を最大限引き出す支援を行います。 

[主な事業内容・実績] 

介護を必要とする方にヘルパーを派遣し、身体介護や生活援助等のサービスを

提供しました。 

○田原市社協ヘルパーステーション 

営業日 月曜日から日曜日（第３日曜日、１月１日～３日を除く） 

 

(1）訪問介護(要介護１～５) 

実利用者数（人）※月平均 延派遣時間数(時間) 延派遣回数(回) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

17 17 1,693 1,620 2,302 2,002 

 

(2）介護予防訪問介護（要支援１～２） 

実利用者数（人）※月平均 延派遣時間数(時間) 延派遣回数(回) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

22 22 1,483 1,475 1,557 1,609 

 

(3）学校生活介助員事業(市受託事業) 

障害等を有し学校生活への適応が困難な児童・生徒に対し、必要に応じて田原

市内の小・中学校に学校生活介助員を派遣します。 

実利用者数（人）※月平均 延派遣時間数(時間) 延派遣回数(回) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

0 0 0 0 0 0 
   ※利用申請がないため実績はありません。 

 

（4）田原市子育て世帯訪問家事支援事業（市受託事業）※令和７年８月からの新規事業 

乳児期の児童を養育する世帯や家事、育児等に不安及び負担を抱える子育て

世帯及び支援が必要な妊婦がいる世帯に対し、訪問介護員が家事を支援します。 

実利用者数（人）※月平均 延派遣時間数（時間） 延派遣回数（回） 

7 年度 6年度 7 年度  6年度 7 年度 6年度 

1  11  15  

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

実利用者数（要介護） 19人 17人 20人 25人 

実利用者数（要支援） 17人 22人 20人 25人 
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２４ 福祉車両運行サービス事業 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

1,768,186円 1,930,241円 △162,055円 

[目的] 

高齢や障害により自力で公共交通機関を利用することが困難な方を会員とし、

医療機関や公共施設などへの移動手段として福祉車両による送迎を行うことによ

り、在宅生活の支援に努めます。 

[主な事業内容・実績] 

医療機関や公共施設などへ移動する際の送迎サービスを行いました。 

○月曜日から金曜日まで（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

午前８時３０分～午後５時１５分 

○利用料金は、利用者の家から目的地までの距離により異なる 

○発着のどちらかが、田原市内であることが条件 

 

(1) 利用実績 

事業所 

年間延利用件数（件） 

高齢者 障害者 合計 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

田原 500 445 327 380 827 825 

赤羽根 2 2 1 0 3 2 

渥美 89 97 33 54 122 151 

合計 591 544 361 434 952 978 

 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 
R4年度 

実績値 
R7年度 

中間値 
R8年度 

目標値 
R11年度 

年間延利用件数 997件 952件 1,100件 1,150件 

 

２５ 配食サービス事業(市受託事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

6,378,858円 5,888,515円 490,343円 

[目的] 

ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯等に昼食を配達することにより、高

齢者の食生活の改善を図るとともに安否確認を行い、異常がある場合は関係機関

への連絡等を行うことで、高齢者の地域における自立した日常生活を支援します。 

[主な事業内容・実績]  

週５回、昼食の配達を行うとともに、安否確認を実施しました。 

○月曜日から金曜日まで（祝日、１２月２９日～翌年１月３日を除く） 

○利用者本人の負担は食事代実費（５８０円） 
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(1) 利用実績 

事業所 
実利用者数(人) 延配食数(食) 

令和7年度 令和6年度 令和7年度 令和6年度 

田原 43 40 4,499 4,191 

渥美 26 36 2,849 3,302 

合計 69 76 7,348 7,493 
 

【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 
R4年度 

実績値 
R7年度 

中間値 
R8年度 

目標値 
R11年度 

年間延配食数 6,730食 7,348食 6,500食 6,300食 

 

２６ 高齢者介護予防事業(市受託事業) 

令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

1,989,959円 1,784,909円 205,050円 

[目的] 

在宅で生活している高齢者の方が、できる限り要支援状態や要介護状態になら

ないように、生きがいや健康づくり活動などの介護予防事業を実施して、地域で

自立した生活が確保できるように支援します。 

[主な事業内容] 

○閉じこもり予防教室  市民館等の１２会場で毎月１回開催 

   

(1）閉じこもり予防教室 
病気や加齢又は環境の変化等による身体・精神機能の低下により、閉じこもり傾

向の強い高齢者を主な対象者として、健康の維持・回復、認知症や寝たきりの予防
を目的に「閉じこもり予防教室」を田原市内９校区の１２会場で開催しました。 

会場 
開催回数(回) 実参加者数(人) 延参加者数(人) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

野田市民館 12 12 4 4 37 28 

高松市民館 12 12 9 9 80 84 

赤羽根市民館 12 12 4 3 40 36 

赤西公民館 9 9 3 2 18 10 

若戸市民館 12 12 7 11 78 87 

池尻集会場 12 11 9 9 82 64 

泉市民館 12 12 3 3 30 35 

和地市民館 12 12 11 8 84 72 

堀切市民館 12 12 11 11 107 103 

福江市民館 12 12 9 9 69 74 

あつみライフランド 12 12 12 12 113 97 

清田市民館 12 12 11 13 108 94 

合計 141 140 93 94 846 784 

※高齢者介護予防事業は令和 8 年 3 月末をもちまして、事業終了となりました。 
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【第3期基盤強化計画指標数値等】 

内 容 
基準値 

R4年度 

実績値 

R7年度 

中間値 

R8年度 

目標値 

R11年度 

実参加者数 93人 93人 95人 97人 

延参加者数 721人 846人 730人 740人 

 

◎施設・指定管理 

２７ 田原福祉センター及び赤羽根福祉センターの管理運営（市受託事業） 

  事 業 名 令和7年度支出決算額 令和6年度支出決算額 比較増減 

田原福祉センター 
管理運営事業 

37,082,065円 36,629,948円 452,117円 

赤羽根福祉センター 
管理運営事業 

12,562,594円 18,279,814円 △5,717,220円 

[目的] 

田原福祉センター及び赤羽根福祉センターの指定管理者として、利用者層を拡

大し、高齢者・障害者等の福祉の向上、健康増進及び地域福祉の推進を図ります。 

[主な事業内容・実績] 

○施設の適切な管理運営 

○地域福祉の推進を目的とした各種事業の実施 

○市民が親しみやすい施設運営 

○サロン・ボランティアグループの活動の場としての定着化 

○イベント開催などを通じた施設の有効活用及び利用促進 

○施設利用者の満足度やニーズ把握のためのアンケート調査の実施 

○アンケート結果の分析による市民サービスの向上及び経営の効率化 

  決算額は前年度と比較して、赤羽根福祉センターの空調設備等の大規模改修に

伴い、併設施設が半年間稼働を停止したため、水道光熱費が減額となりました。 

 

(1）福祉センター利用状況（延べ利用者数） 

区分 
田原福祉センター(人) 赤羽根福祉センター(人) 

令和7年度 令和6年度 令和7年度 令和6年度 

一般利用 18,155 16,379 - - 

会議室利用 32,510 31,593 1,852 2,665 

健診等 2,829 3,151 0 0 

その他※ 6,225 6,925 2,503 2,811 

合計 59,719 58,048 4,355 5,476 

田原福祉センターの一般利用・会議室利用は、新規の固定利用者および利用

団体（体操教室等）の増加により、利用者数が増加しました。 

赤羽根福祉センターの会議室利用は、空調の大規模更新工事の実施に伴い、

６月中旬から７月末まで一部の部屋利用を中止していたことから、利用者数が

減少しました。 

※各センターのその他欄は、以下ア、イの実績を掲載 
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ア 田原福祉センター 

「田原市社協就労移行支援事業所利用者数」1,376人 

「豊川保健所田原保健分室利用者数」2,227人 

「田原市地域職業相談室（ハローワーク）」2,622人 

 

イ 赤羽根福祉センター 

「生活介護事業利用者数」2,481人 

「日中一時支援事業所利用者数」22人 
 

 (2）田原福祉センターに設置されている事務所機能 

  田原福祉センターは、老人福祉センター機能を有するとともに、市民の健康診

断や予防接種などを行う場所として市民に親しまれています。 

  また、ボランティアグループや各種の福祉関係団体の自主的な活動を応援する

ため、会議室の土曜日、日曜日及び夜間使用も予約制で利用可能とし、市民活動

の拠点として活用されています。 

ア 社会福祉法人田原市社会福祉協議会  

(ｱ) 各種団体の事務局を担当｛Ｐ４ (5)各種団体支援助成 参照｝ 

(ｲ) 田原市成年後見センター   

(ｳ) ボランティアセンター  

(ｴ) 多機能型事業所田原市社協（就労移行） 

イ 豊川保健所田原保健分室 

ウ 公益社団法人 田原市シルバー人材センター 

エ 田原市障害者総合相談センター 

オ 母子寡婦福祉会（喫茶及び売店） 

カ 田原市地域職業相談室（ハローワーク） 

 

(3）赤羽根福祉センターに設置されている事務所機能紹介 

ア 社会福祉法人田原市社会福祉協議会 

(ｱ) 田原市社協あかばねケアプランセンター 

(ｲ) 田原市社協ヘルパーステーション 

(ｳ) 田原市社会福祉協議会高齢者支援センター 

(ｴ) 田原市社協生活介護事業所なのはな 

(ｵ) 田原市社協日中一時支援事業所 

イ 赤羽根デイサービスセンター(福寿園) 

 

◎事業報告の附属明細書                         
 

 令和７年度事業報告の附属明細書については、記載するべき「事業報告の内容を

補足する重要な事項」に該当するものがないため、作成を省略します。 


